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本
学
は
教
育
重
視
の
大
学
で
す
。
早

く
か
ら
各
教
員
が
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
授
業
点
検
・
改
善
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
個
人
レ

ベ
ル
の
努
力
で
あ
り
、
全
学
的
な
質
保

証
と
は
言
え
ま
せ
ん
。〝
学
修
者
本
位
〞

を
実
現
す
る
に
は
、「
学
生
が
D
P
に

示
さ
れ
た
力
を
理
解
し
、
そ
の
達
成
度

を
把
握
で
き
る
し
く
み
」
を
大
学
全
体

で
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

そ
こ
で
、質
保
証
を
「
個
」
か
ら
「
チ
ー

ム
」の
取
り
組
み
へ
と
シ
フ
ト
。
教
員
・

学
科
・
学
部
・
大
学
全
体
の
４
階
層
で
、

教
育
の
点
検
・
改
善
を
図
る
体
制
を
構

築
し
ま
し
た
。

階
層
を
明
確
に
す
る
と
、
現
場
で
対

処
し
き
れ
な
い
問
題
の
解
決
が
図
れ
ま

す
。
例
え
ば
、
学
生
の
成
績
が
振
る
わ

な
い
科
目
が
あ
っ
た
と
し
ま
す
。
そ
の

授
業
内
容
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要
な

知
識
を
得
る
科
目
が
設
け
ら
れ
て
い
な

け
れ
ば
、
そ
れ
は
教
員
で
は
な
く
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
問
題
で
す
。
教
員
か
ら
上

位
の
階
層
に
報
告
す
る
の
で
、
教
育
全

体
が
改
善
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

学
科
レ
ベ
ル
で
は
、年
に
2
回
程
度
、

成
績
評
価
や
ア
ン
ケ
ー
ト
、
学
生
調
査

の
結
果
を
見
な
が
ら
議
論
す
る
会
議
を

設
け
て
い
ま
す
。
教
員
は
シ
ラ
バ
ス
を

見
せ
合
っ
た
り
、
学
生
の
デ
ー
タ
を
見

な
が
ら
改
善
案
を
検
討
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
大
学
側
は
デ
ー
タ
の
使
い
方
を

強
制
す
る
こ
と
は
な
く
、「
何
か
お
か
し

な
こ
と
に
気
づ
い
た
ら
、
デ
ー
タ
も
活

用
し
て
議
論
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ

た
ス
タ
ン
ス
。
現
場
で
の
合
意
を
重
視

し
た
改
善
行
動
を
促
し
て
い
ま
す
。

学
生
本
人
の
〝
成
長
実
感
〞
が
〝
学

修
者
本
位
〞
の
教
育
の
鍵
だ
と
考
え
ま

す
。
そ
の
た
め
、「
茨
城
大
学
型
基
盤

学
力
」
と
呼
ぶ
５
つ
の
Ｄ
Ｐ
を
に
つ
い

て
、
入
学
式
後
に
行
う
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
・
セ
レ
モ
ニ
ー
で
も
D
P
紹
介
の
演

出
に
力
を
入
れ
、
意
識
を
高
め
ま
す
。

そ
し
て
、
入
学
時
、
在
学
時
、
卒
業
時

に
D
P
の
達
成
度
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

し
、
学
年
が
進
む
ご
と
の
学
生
の
成
長

実
感
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

新
入
生
調
査
で
は
志
望
理
由
や
実
際

の
大
学
の
印
象
に
加
え
、
5
つ
の
D
P

の
理
解
度
を
確
認
し
ま
す
。
２
〜
４
年

次
の
在
学
生
調
査
で
は
、
D
P
を
細
分

化
し
た
項
目
ご
と
に
、
そ
の
達
成
度
を

４
段
階
で
自
己
評
価
さ
せ
ま
す
。
卒
業

時
に
は
最
終
的
な
D
P
達
成
度
を
、
さ

ら
に
卒
業
３
年
後
に
は
「
D
P
に
基
づ

く
力
が
社
会
で
役
立
っ
て
い
る
か
」
を

問
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
学
生
本
人
の
主

観
的
な
評
価
に
、
成
績
評
価
等
の
客
観

デ
ー
タ
や
、
地
元
企
業
へ
の
卒
業
生
評

価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
加
え
て
、
D
P
に
掲

げ
た
力
の
習
得
・
活
用
度
を
分
析
し
、

教
育
改
善
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
学
生
の
卒
業
時
の
D
P

達
成
度
の
平
均
値
が
年
々
上
昇
す
る
な

ど
、
組
織
的
な
質
保
証
の
取
り
組
み
は

成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

次
な
る
課
題
は
、
学
生
本
人
が
D
P

の
達
成
度
や
学
修
成
果
を
閲
覧
す
る
シ

ス
テ
ム
の
構
築
で
す
。
本
来
、
学
び
の

履
歴
情
報
は
、
学
生
本
人
の
も
の
。
学

生
自
身
が
折
々
の
学
修
成
果
を
理
解

し
、次
の
成
長
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
開
発
や
L
M
S
の
整

備
な
ど
を
早
急
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

学
生
が
成
長
実
感
を
持
て
る
〝
学
修

者
本
位
〞
の
教
育
へ
の
取
り
組
み
は
、

持
続
性
が
重
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
I
R

の
教
職
員
の
働
き
に
頼
る
面
が
あ
り
ま

し
た
が
、
今
後
は
、
よ
り
組
織
的
な
質

保
証
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
整
え
て

い
く
考
え
で
す
。
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「
個
」の
質
保
証
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質
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を
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ぐ
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学修者本位の教育の実現に向け、「学生が成長実感を持ち、DPを達成」という目標に
挑戦する茨城大学。質保証の体制づくり、データの活用について学長に聞く。

茨城大学
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茨城大学では、2017年から「茨城大学のすべての教育が、DPにつながっ
ている」ことを「茨城大学コミットメント」として示し、コミットメント・パートナーであ
る学生、教職員、地域の人々にそれを約束している。学生目線で、同大学の教
育と質保証をわかりやすくまとめた小冊子を新入生に配付。入学式後にセレモ
ニーを開いて、5つの茨城大学型基盤学力（＝DP）を解説し、「４年間で具体
的にどのような力をつけるべきか」を意識させている。発案者である広報室の山
崎一希氏は、「進学理由が『国立だから』『共通テストの結果から』という学生
が少なからずいる。スタートの段階が肝心。セレモニーは４年後の理想の姿から
逆算して、『何を学ぶのか』を考えるイベントだ」と、趣旨を語る。
DPは、入学前セルフラーニングや１年次前期の「大学入門ゼミ」でも説明

するほか、浸透を図るために集中講義「みんなの“イバダイ学”」を開講。受験
前の認知強化にも力を入れ、高校訪問や学校説明会の際に紹介している。そ
れらが功を奏し、ＤＰを理解した状態で入学する学生が増加していると言う。

全学生が身に付ける力を約束する
「茨城大学コミットメント」の浸透

キャンパス／茨城県水戸市、日立市、稲敷郡阿見町　学生数／8,022人　創立／１９49年
教育方針／ディプロマ・ポリシーで定めた資質・能力を軸に、学修者の達成・活用の実感を高めることを重視した教学マネジメントを進める。2024
年4月にはコーオプ教育を取り入れた地域未来共創学環を新設するなど、学内外のステークホルダーとの共創教育体制の構築にも力を入れる。
学部／人文社会科学、教育、理、工、農　大学院／人文社会科学、教育学、理工学、農学
THE世界大学ランキング2024／1501＋位、同日本大学ランキング2023／101-110位、同インパクトランキング2023／301-400位

注目！

DP

（写真左）入学式後のセレモニーで５つのDPを紹介。（写真右）学生側
の視点で茨城大学の学びを解説したコミットメントブック。

自律性：学修 自律性：教育改善

1.世界の俯瞰的理解 2.専門分野の学力　
自然環境、国際社
会、人間と多様な文
化に対する幅広い知
識と俯瞰的な理解

専門職業人としての
知識・技能及び専門
分野における十分な
見識

茨城をはじめとする
地域の活性化に自ら
進んで取り組み、貢
献する積極性

社会の持続的な発展
に貢献できる職業人
としての意欲と倫理
観、主体性

グローバル化が進む地域や職域におい
て、多様な人々と協働して課題解決してい
くための思考力・判断力・表現力、及び実
践的英語能力を含むコミュニケーション力

3.課題解決能力・コミュニケーション力 4.社会人としての姿勢 5.地域活性化志向

DP達成度を軸にした質保証の推進

４階層モデルによる組織的・継続的な質保証
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【図表】DPに基づいた教育について「よく知っていた」
と答えた入学者が徐々に増加
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